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右から２番目が栗原さん

小菅町長　　　　　　　栗原さん　　　　　　　田村教育長



○交通指導員として功績があったと認められる方
　島田　武雄、藤澤　操 
○情報公開審査会委員として功績があったと認められる方
　稲見　孝子　
○消防団員として功績があったと認められる方
　大垣　恭宏、河野邉　喜信、清水　幸司、関本　和夫、戸　　勝巳
○図書館協議会委員として功績があったと認められる方
　中田　洋子　
○スポーツ推進委員として功績があったと認められる方
　神永　久人、　山　朝子、梁島　恵一　
○学校医として功績があったと認められる方
　大橋　裕二、小倉　建夫、島田　克己、陣内　秀明
○学校薬剤師として功績があったと認められる方
　大橋　雅一　
○生涯学習館運営審議会委員として功績があったと認められる方
　　　　悦子　
○介護認定審査会委員として功績があったと認められる方
　大塚　昌子、加藤　祝也、君島　ゆりか　
○介護保険運営協議会委員として功績があったと認められる方
　篠　　美江　
○少年指導委員として功績があったと認められる方
　内堀　昭美、大野　初枝、粂川　秀夫　
○統計調査員として功績があったと認められる方
　中島　雅子、橋本　淑子、藤沢　百々代、三橋　博子　
○文化財保護審議会委員及び教育委員として功績があったと認められる方
　藍田　收　
○企画委員及び人権擁護委員として功績があったと認められる方
　鯉沼　玲子　

○町に１件１００万円相当以上の金品を寄附された方
　粂川　光男、下都賀建設業協同組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（該当条項順、職名順、50音順）

功 労 賞

徳 行 賞
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　永年にわたり、町政運営の推進、教育・文化の振興等で多大な功績を残された方々
を称え、「平成28年度壬生町自治功労者表彰式」が、11月２日（水）に城址公園ホー
ル（壬生中央公民館中ホール）で行われました。
　今年は、功労賞を３１名の方、徳行賞を２名の方が受賞されました。
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町

歳 入 収入済額　56億9,653万1千円　執行率　46.2%
0 10億

町税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税

交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料

国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
町債

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

20億 30億 40億 50億（円）

0 10億 20億 30億 40億 50億（円）

■予算現額
■収入済額

■予算現額
■支出済額
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歳 出 支出済額　40億2,701万1千円　執行率　32.6%

では、皆さんに町の財政状況を正しく理解していただくとともに、納められた税金や国・県
支出金がどのように使われているかを知っていただくため、「財政状況の公表に関する条例」

に基づき、年２回（広報みぶ６月・12月号）財政状況を公表しています。今回は、平成28年度上
半期（平成28年４月１日から９月30日）の収入と支出の状況等についてお知らせします。
　平成28年度一般会計当初予算額は121億4,000万円でしたが、その後２回の補正を行い、９月
30日現在の予算額は123億4,108万円となりました。
　また特別会計についても、国民健康保険、公共下水道事業、介護保険事業、農業集落排水事業、
後期高齢者医療でそれぞれ1回の補正を行っています。

48億3,354万円14億3,862万6千円

2,000万円
1,032万5千円
2,796万2千円
2,796万2千円

2億8,568万7千円
1億2,509万3千円

4億7,747万8千円
4億7,747万8千円

1億3,384万9千円
7,140万円

7万9千円
7万8千円

3千円
0円

13億2,726万6千円
4億9,854万7千円

9億9,715万6千円
3億1,158万1千円

4億6,392万円
8,880万4千円

4億5,028万7千円
2億2,390万5千円

292万9千円
225万7千円

2,000万円
0円

7億7,499万6千円
3億8,029万1千円

14億6,287万6千円
2億5,842万8千円

5億8,109万2千円
2億8,872万9千円

12億9,308万2千円
4億6,436万5千円

2億7,101万5千円
2,827万1千円

0円
4億9,210万円

9,480万6千円
2,051万5千円
9,432万円
3,170万7千円

10億4,681万円
1億770万1千円

4億5,611万3千円
0円

14億1,355万4千円
2億8,716万4千円

1億9,867万7千円
8,201万9千円

17億8,909万9千円
12億7,844万6千円

48億1,885万4千円27億7,952万3千円
1億4,000万円

4,287万9千円

6億3,360万円
3億7,477万6千円

3,300万円
1,388万5千円

500万円
276万8千円

800万円
150万6千円
2,500万円
451万3千円
1,000万円
0円



収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

・資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

予算現額

24,246円

62,093円

人口 39,844人　世帯 15,558世帯

39,948円

102,307円

2,149円

5,504円

3,407円

8,725円

10円

26円

966,044千円 1,591,692千円 85,639千円 135,748千円 400千円

収入済額

町民税町民税 軽自動車税軽自動車税 都市計画税都市計画税固定資産税固定資産税 町たばこ税町たばこ税町民税

一人 当たり
69,760円

一世帯 当たり
178,655円

平成28年９月末現在

軽自動車税 都市計画税固定資産税 町たばこ税
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��

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

■予算現額
■執 行 額
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■予算現額

■収入済額

■支出済額

■予算現額
■執 行 額

※都市計画税は平成25年度より税率０％となっているため滞納繰越金のみ

収入済額



平成27年度壬生町国民健康保険特別会計の財政状況

○総 　 務 　 費
○保 険 給 付 費
○後期高齢者支援金
○介 護 納 付 金
○共同事業拠出金
○保 健 事 業 費

○国民健康保険税
○国 庫 支 出 金
○療養給付費等交付金
○前期高齢者交付金
○県　支　出　金
○共同事業交付金
○繰　　入　　金
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…皆様が負担する保険料
…医療費等に対する国の負担分
…退職被保険者等に対する交付金
…65～74歳の方の医療費に対する交付金
…医療費等に対する県の負担分
…高額な医療費等に対する交付金
…一般会計から国保会計への繰入金

…職員給与費・レセプト審査料等
…皆様の総医療費のうち町が負担する費用等
…後期高齢者医療費に対する支援金
…40～64歳の被保険者の介護納付金
…高額医療費共同事業拠出金等
…特定健診・人間ドック助成金等

国民健康保険の喪失手続きをしてください!!国民健康保険の喪失手続きをしてください!!
☆社会保険に加入された方へ☆

　現在、職場の社会保険に加入し、職場から保険証が交付されているのに、町の国民健康保険証
も交付されている方は、国民健康保険の喪失の手続きがされていませんので、下記のものを持参し、
役場住民課窓口もしくは各出張所において、速やかに国民健康保険の喪失手続きをしてください。

～納付の必要のない国民健康保険税を納付していませんか？～
　国民健康保険に加入していた方が、職場の社会保険に加入された場合、町役場に国民健康保険の資格喪
失の届出をしていただくことになっております。（自動的に国民健康保険の資格は喪失しません。）届出を
していただくと、国民健康保険の資格のあった期間のみ国民健康保険税が計算され賦課されます。
　喪失の届出をしていただかない限り、職場の社会保険と町の国民健康保険のどちらにも加入しているこ
とになり、納付する必要のない国民健康保険税が課税されることとなってしまいますので、手続きは忘れ
ずに行ってください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



　確定申告をされる場合、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の領収書は、社会保険料
控除の控除額を確認するための大切な資料となりますので、紛失しないようにしてください。
 口座振替で納付されている方は、１月20日までに控除の証明となる口座振替済通知書を送付いたします。
　領収書等を紛失された場合は、納付額確認書を発行いたしますので、運転免許証等の本人確認ができる
書類をお持ちのうえ、町税務課収税係または南犬飼・稲葉各出張所までお越しください。
　また、年金から国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料を天引き（特別徴収）されている
方については、日本年金機構より送付される年金の源泉徴収票の社会保険料の欄に納付額が記載されてい
ます。源泉徴収票は、確定申告等で必要となりますので紛失しないようにしてください。

★社会保険に加入した場合や他市区町村へ転出した場合等、本来なら壬生町国民健康保険の資
　格がないのにもかかわらず、医療機関等で壬生町国民健康保険証を使用することは絶対にし
　ないでください。
★社会保険を喪失した場合にも、速やかに国民健康保険加入の手続きをしてください。社会保
　険喪失日から国民健康保険加入となり、国民健康保険税が賦課されます。

手続きの際
ご持参いただくもの

①加入した社会保険証　②国民健康保険証　③印鑑　④個人番号通知カード
または個人番号カード（お手元にない場合はその旨手続きの際にお申し出ください。）

◎問合せ先　●町総務部税務課収税係　　0282－81－1816

◎問合せ先　●町民生部住民課国保年金係　　0282－81－1836

※その他届出にいらっしゃる方の運転免許証等本人確認のできる書類もお持ちください。

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付額確認書等について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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柔道整復師（整骨院・接骨院）に
かかるときには次の点に注意しましょう。

～国保からのお知らせ～

柔道整復師（整骨院・接骨院）に
かかるときには次の点に注意しましょう。
◎原因を正しく伝える
　柔道整復師による施術は、国民健康保険の対象となる場合と対象外の場合がありま
す。負傷原因をきちんと伝え正しく施術を受けることが大切です。

◎病院との重複受診をしない　
　同一の負傷について、同時期に整形外科の治療と柔道整復師の施術を重複し
て受けた場合は、柔道整復師の施術は国民健康保険の対象外となります。ただ
し、負傷の状態の確認のために定期的に医師の検査を受ける場合や、継続して
施術が必要かについて確認するために対診して施術することは可能です。

◎「療養費支給申請書」の内容をよく確認する　
　整骨院などで施術を受ける場合、医療機関同様に窓口で保険証を提示し、一部負担金を支払うほか
に「療養費支給申請書」に署名しなければなりません。この申請書には傷病名や施術内容、回数など
が記載されているので中身を確認してから署名しましょう。

※施術内容についての確認をお願いすることがあります。
　国民健康保険で柔道整復師にかかった方に、負傷の原因や施術内容等について照会をさせていただ
くケースがあります。これは請求内容等に誤りがないか確認をさせていただくためです。　
　医療保険の財政健全化のためにも、皆様のご協力をお願いいたします。



問合せ先　町総務部税務課　収税係　　０２８２－８１－１８１６

納税・滞納処分Ｑ＆Ａ

県内一斉の取組

納税は納期内に

差押えの強化

納付困難な事情がある場合には相談を

平成28年12月平成28年12月

こんな話をよく聞きます

Q1　借金があるから税金が払えない
答　法律には、税金は全ての債務（借金含む）に優先すると定めてあり、個人債務よりも税金が優先されます。（地方税法第14条）
Q2　いきなり財産を差し押さえられた、あんまりではないか
答　税は納期内納付が大原則です。督促状発送日から10日を経過した日までに完納しない時は「差し押さえをしなければならない」と明
　　示してあります。（国税徴収法第47条）
Q3　個人の財産を勝手に調べて差し押さえられた、プライバシーの侵害だ
答　税金を滞納すると、国税徴収法・地方税法に基づき財産すべてに対する調査権限が発生します。この権限により調査を受けた金融機
　　関等の関係機関は、協力しなければなりません。また、財産の調査は、個人情報保護法に一切抵触しません。
Q4　差し押さえ前に自宅訪問しないのか
答　差し押さえ等をするにあたり、自宅訪問して納税を催告する行政サービスは原則として行いません。差し押さえ等が行われるまでには、
　　必ず事前に督促状などの通知が送付されています。
Q5　小額滞納なのに差し押さえるのか
答　金額の大小に関わらず差し押さえ等を行います。「小額の滞納だから差し押さえられないはず…」といった考えはお止めください。
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　納税の公平と税収の確保のため、12月を「地方税滞納整理強化月間」として、栃木県との協働により、県内一斉に徴収の強
化に取り組みます。

　町が提供する、福祉や教育をはじめ様々なサービスは、町税が主な財源の一つです。町税の滞納は、町の財政を圧迫し、町
民サービスに支障をきたすことになりかねません。そして何より、納付の遅れは、納期内に税金をきちんと納めている大多数
の皆さんとの公平性を欠くことになります。また、督促状の送付などに余分な税金を使うことにもなります。そのため、町では、
収入や財産がありながら町税を納付しようとしない滞納者に対して滞納処分（差押え等）を強化しています。
※町県民税特別徴収義務者（事業所）の方へ
　栃木県では、平成27年度、町県民税特別徴収義務者の一斉指定を行いました。納入が遅れると、従業員の方に迷惑が掛かる
こともあります。必ず毎月10日の納期限を守りましょう。

　税金を納期限までに納めなかった方には、督促状が送付されます。督促状が発送された日から
起算して10日を経過した日までにその税金を完納しなかったときには、町は滞納者の財産（預貯金、

生命保険、不動産、給料、自動車、動産〈電化製品や美術品、貴金属等〉）を差
し押さえなければならないことが法律で定められています。
　財産調査には、滞納者の自宅などの捜索（写真）があり、捜索により発見され
た財産は、差し押さえられます。「捜索」とは、税を徴収する職員に認められた
権限で、裁判所の令状は不要です。
　また、自動車のタイヤロックを行う場合もあります。タイヤロックとは、差し
押さえた自動車を運行、使用させないための措置（国税徴収法第71条）で運行不
能状態にするものです。

　病気や失業、事業の廃止、災害にあったなど、やむを得ない理由で一時的に税金を納期内に納めることが困難な方は、納期
内に町税務課収税係にご連絡ください。生活状況等をお聞きしたうえで、徴収の猶予などをすることができます。事情により
納付が困難な場合には、そのまま放置せずに、まずはご連絡ください。

〈壬生町での捜索の様子〉

　壬生町自治会連合会（会長：大西良雄）では、
地域のリーダーとして活躍する自治会長と小菅町
長をはじめとする町執行部による意見交換の場と
して、「地域力ＵＰスマイルトーク」を、稲葉地区
公民館（10月25日・火）、南犬飼地区公民館（10
月27日・木）、及び城址公園ホール（10月28日・金）
で開催しました。
　当日は、大西会長を座長として、多くの自治会
にとって大きな課題である「消防団員の確保につ
いて」、「自治会長・役員のなり手不足の解消に
ついて」をテーマとして、それぞれの自治会の現
状や町の考え方など、活発な意見交換を行い、互
いに現状の課題を認識し合いました。

平成平成2828年度「地域力ＵＰスマイルトーク」を開催年度「地域力ＵＰスマイルトーク」を開催平成28年度「地域力ＵＰスマイルトーク」を開催

　ともに、“すぐに解決”というわけにはいきませんでしたが、今後も、自
治会連合会では、魅力・活力のある自治会を実現するため、町と連携しな
がら課題解決に向け、さまざまな取組みを進めていきたいと考えております。

おおにしよしお



下水道普及啓発ポスター３名が表彰下水道普及啓発ポスター３名が表彰下水道普及啓発ポスター３名が表彰下水道普及啓発ポスター３名が表彰下水道普及啓発ポスター３名が表彰下水道普及啓発ポスター３名が表彰下水道普及啓発ポスター３名が表彰
　10月22日（土）「第22回巴波川流域下水道フェスティバル」にお
いて、下水道普及啓発ポスター入賞者の表彰式が行われました。
　栃木市・壬生町の小学４年生の多数の応募作品の中から、会長
賞に壬生東小学校４年　南條千夏さんが、理事長賞に羽生田小学
校４年　山口和香さんが選ばれ、表彰されました。また、優良賞
に選ばれた方の中から代表として、壬生小学校４年　山田姫奈さ
んが表彰されました。

栃木県青少年健全育成功労者等栃木県青少年健全育成功労者等
表彰を４名の方々が受賞しました表彰を４名の方々が受賞しました
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　平成28年11月8日（火）に栃木県公館において「栃木県青少
年健全育成功労者等表彰式」が開催されました。これは、
青少年の健全育成に貢献し、顕著な業績のあった個人や団
体を表彰するもので、壬生町から４名の方々が受賞しました。
　落合義治氏と村上祥子氏には、栃木県青少年健全育成条
例に基づき、青少年の健全育成に顕著な業績が認められる
として、栃木県知事から『青少年健全育成功労者』として、
『栃木県青少年健全育成表彰』を受賞しました。
　また、小島佳苗氏と中川博登氏には、「とちぎ子ども育
成憲章」の理念に沿った活動を５年以上にわたり継続して
取り組み、青少年の育成に功績があったとして、栃木県青
少年育成県民会議会長から『子ども育成・憲章功労者』と
して、『栃木県青少年育成県民会議表彰』を受賞しました。

やまぐち  わ  か

おちあいよしはる　　　　むらかみさち  こ

村上祥子氏

中川博登氏

栃木県青少年健全育成功労者等栃木県青少年健全育成功労者等
表彰を４名の方々が受賞しました表彰を４名の方々が受賞しました
栃木県青少年健全育成功労者等栃木県青少年健全育成功労者等
表彰を４名の方々が受賞しました表彰を４名の方々が受賞しました
栃木県青少年健全育成功労者等
表彰を４名の方々が受賞しました

産業祭にて防火広報活動を実施産業祭にて防火広報活動を実施産業祭にて防火広報活動を実施産業祭にて防火広報活動を実施
　11月５日（土）に行われた産業祭にて、壬生町女性
防火クラブによる防火広報活動が実施されました。
　展示パネルを使用した火災警報器の設置促進運動
や、ビニール袋を使用した雨カッパ配布、防火標語
が書かれた手作りの花しおりを配布し、壬生町の更
なる防火・防災力アップのために活動しました。
　壬生町女性防火クラブは、「自分たちの家や町は
自分たちで守る」と常日頃より防火・防災思想の高
揚を揚げ、災害時に役に立てるようにと、消火器で
の初期消火はもとより、炊き出しや、怪我の手当や
心肺蘇生等の救急救命も
落ち着いて行えるよう日々
精進しています。
　もし、一緒に活動した
いと思う方がおりました
ら女性防火クラブに入会
して一緒に活動してみま
せんか！あなたも素敵な
ファイヤーレディになり
ましょう！！

◎連絡先　町総務部総務課消防防災係
　　　　　　0282ー81ー1808

落合義治氏（左）

小島佳苗氏

やま だ    ひ  な

なんじょうち なつ

こ  じま  か なえ　          なかがわひろ と

山口和香さん 南條千夏さん



認知症サポーター養成講座を開催しました認知症サポーター養成講座を開催しました認知症サポーター養成講座を開催しました認知症サポーター養成講座を開催しました認知症サポーター養成講座を開催しました認知症サポーター養成講座を開催しました認知症サポーター養成講座を開催しました
　町では、これからの地域を担っていく小中学生を対象に、
認知症の高齢者を地域で支えていく気持ちをはぐくむこと
をめざして、認知症サポーター養成講座を開催しております。
　この講座は平成25年度から壬生東小を皮切りに開催して
おり、今年度は、睦小５年生（５/20開催）、壬生北小４年
生（11/15開催）、壬生東小４年生（11/22開催）、壬生中１年
生（11/18開催）を対象に行いました。
　講座では、『認知症キャラバンメイト』でもある壬生町地
域包括支援センター（南北両地区）の職員を講師に迎え、「認
知症とは何か」、「認知症の方への対応の仕方」などの基本
を学びました。また、センター職員が「介護劇」を行い、家
の中で財布が見つからず家族とトラブルになったおばあさ
んの様子を例に、よい対応と悪い対応を考えました。
　最後に講師から、「認知症サポーターは何か特別なこと
をする人ではなく、認知症の人やその家族の『応援者』である」
との話を聞き、認知症サポーター養成講座修了の証として、
オレンジリングが渡されました。町では、今後全小中学校
での開催を目指し、この講座に取り組んでまいります。
　また、地域の皆さんの「サロン」などの集いの場にもお伺
いしますので、ご要望の際は右記問い合わせ先までご連絡
ください。
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　11月15日（火）、宇都宮グランドホテルにおいて、
栃木県更生保護事業関係者顕彰式が開催されま
した。栃木県下の更生保護事業関係者及び民間
協力者の功績をたたえ、更生保護事業関係者士
気の高揚と更生保護事業の一層の進展を期して、
壬生町では９名の方々の功績が顕彰されました。
　保護司の方々は、犯罪や非行に陥った人の更
生を支援するため、指導、生活相談など社会復
帰への手助けとなる活動をされたことが評価さ
れ表彰を受けました。また、更生保護女性会員
の方々には、「社会を明るくする運動」などの
更生保護活動が評価され感謝状が送られました。

◎問合せ先
　町民生部健康福祉課介護保険係　　 0282－81－1876
　壬生北地区地域包括支援センター　 0282－86－3579
　壬生南地区地域包括支援センター　 0282－82－2119

平成平成2828年度栃木県更生保護事業関係者顕彰式年度栃木県更生保護事業関係者顕彰式平成平成2828年度栃木県更生保護事業関係者顕彰式年度栃木県更生保護事業関係者顕彰式平成平成2828年度栃木県更生保護事業関係者顕彰式年度栃木県更生保護事業関係者顕彰式平成28年度栃木県更生保護事業関係者顕彰式
・顕彰式の詳細はこちらになります。

全国保護司連盟理事長表彰　　　　　下野保護区保護司会　　早乙女　幸一
関東地方更生保護委員会委員長表彰　　　　　〃　　　　　　荒川　克己
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　森田　純市　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　黒川　幸子
関東地方保護司連盟会長表彰　　　　　　　　〃　　　　　　大友　達示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　山　文雄
宇都宮保護観察所長感謝状　　　　　　　　　〃　　　　　　本多　成子
関東地方更生保護女性連盟会長表彰　壬生町更生保護女性会　藤田　千江子
宇都宮保護観察所長感謝状　　　　　　　　　〃　　　　　　土屋　フミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

栃木県読書推進運動協議会栃木県読書推進運動協議会
会長表彰受賞会長表彰受賞

壬生町朗読ボランティアグループ「ひばり」

栃木県読書推進運動協議会栃木県読書推進運動協議会
会長表彰受賞会長表彰受賞

栃木県読書推進運動協議会栃木県読書推進運動協議会
会長表彰受賞会長表彰受賞

栃木県読書推進運動協議会
会長表彰受賞

　11月８日（火）栃木県庁で開催された「栃木県読書グループ大会」
において、壬生町朗読ボランティアグループ「ひばり」が、「栃木
県読書推進運動協議会会長表彰」を受賞されました。
　この表彰は長年、読書普及を目的に模範的な活動を実践し、読書
活動の向上発展に多大に貢献をした団体の功績を讃えるものです。
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第９回イングリッシュ・プログラム“まる１日英語で過ごそう！”
　11月12日（土）、城址公園ホール（壬生中央公民館）で町
内在住の小学校４年生から６年生の27名の児童が町の外国
語指導助手（ＡＬＴ）とネイティブな英語に親しみました。
　このプログラムは、町教育委員会の事業で、当日は３人
のＡＬＴが講師となり、グループごとにクリスマスにあわ
せたゲームや工作でクリスマスツリーを作り、児童達は身
ぶり手ぶりでコミュニケーションをとって楽しみました。
また、デザートのお菓子作りにも挑戦し、貴重な体験を得
ることができました。最後は、ALTから全員クリスマスカ
ードと修了書をもらい充実した一日を過ごしました。

　10月１日～23日の間、熱戦がくり広げられた「図書館キャラク
ター投票」。この度投票総数2,744票のうち1,330票を獲得した、「ミ
ブラ」が図書館キャラクターに決定いたしました。
　今回の投票では、たくさんの方々にご協力いただき誠にありがと
うございました。
　今後、図書館の広報活動やイベントなどで活躍していく予定です。
　みなさまに永く愛されるキャラクターとなるよう、頑張ってもら
いますので、ご支援をよろしくお願いいたします！

◎問合せ先　　町図書館 　 0282－82－8543

図書館キャラクター「ミブラ」に決定！

　11月３日（木・祝）、壬生町立図書館にて、第２回「図書
館まつり」を開催しました。
　爽やかな秋晴れのもと行われた開会セレモニーでは、図
書館キャラクター決定の発表がありました。子ども達には、
カラフルな風船が配られ、会場が華やかになりました。
　館内では「アンギン織り体験教室」を実施し、麻紐を用
いてコースターを作りました。
　また、町内でご活躍いただいているボランティアの皆様
による読み聞かせ「おはなしの森」も終日大盛況でした。
　館外では、「本のリサイクル市」を実施し、大勢の方に
喜んでいただきました。飲食物の出店コーナーもありました。

第２回「図書館まつり」を開催しました

読み聞かせ「おはなしの森」アンギン織り体験教室

入賞者左より　南犬飼中学校２年　佐藤　彪斗さん

　　　　　　　壬生中学校２年　　清水　亜衣さん

　　　　　　　壬生中学校２年　　船越　春菜さん

青少年健全育成 第７回みぶバンドフェスタ2016を開催
 11月６日(日)、城址公園ホール（壬生中央公民館）大ホールにおいて、「青少年健全育成第７回みぶバンドフェスタ
2016」が壬生ライオンズクラブ主催、壬生町、町教育委員会共催で開催されました。
　始めに青少年健全育成標語の表彰式が行われました。「待っている あなた
の優しい 救いの手」で最優秀賞を受賞した南犬飼中学校の佐藤彪斗さんを始め、
入賞者には町長、青少年健全育成実施委員会委員長及びライオンズクラブ会長
から賞状と記念品の授与が行われました。
　演奏会では、壬生高等学校吹奏楽部、南犬飼中学校吹奏楽部、壬生中学校吹
奏楽部のそれぞれが日頃の練習の成果を発揮し、会場を大いに盛り上げました。

  さ とう        あや と

  し  みず         あ    い

ふなこし       はる  な

合
同
演
奏
の
様
子



栃木県民スポーツ大会で好成績！
　10月16、23、30日に県内各地で県民スポーツ大会が開催され、
熱戦が繰り広げられました。
　壬生町は15種目に出場し、バスケットボール（男子）、弓道が
準優勝、バドミントン、ソフトテニス、硬式テニス、クレー射撃
が第３位に入賞しました！

33rd　MIBUバドミントン大会
成　績

上野・田中　組
柳澤・村島　組
大山・関谷　組

佐藤・尾田　組
植木・斉藤　組
浦山・星野　組

斉藤・須藤　組
橋本・木曽　組
小平・荒川　組

〔11月13日（日）　町総合運動場体育館〕

○男子Ａ
　優　勝
　準優勝
　第３位
○男子Ｂ
　優　勝
　準優勝
　第３位

○女子Ｂ
　優　勝
　準優勝
　第３位

第13回みぶっ子ドッジボール大会
　10月22日（土）に第13回みぶっ子ドッジボール大会（主催：壬
生町子ども会育成会連絡協議会・壬生町教育委員会）が、町総合
運動場体育館で開催されました。この大会は子どもたちの心身を
鍛えるとともに、単位子ども会育成会間の交流・活性化を図る事
を目的として毎年開催しております。
　今年は下学年の部（小学校１～３年生）７チーム70名、上学年
の部（小学校４～６年生）６チーム64名、合計13チーム134名が
参加し、熱戦が繰り広げられました。

上学年　チームドラゴン

【試合結果】入賞チーム  …（　）内には育成会名を記載
下学年　六美ファイターズ＆ミラクルオールスターズ

○上学年　優　勝
　　　　　準優勝
　　　　　第３位

○下学年　優　勝

　　　　　準優勝
　　　　　第３位

優勝者のみなさん
後列左より　尾田・佐藤・田中・上野
前列左より　須藤・斉藤

チームドラゴン　　（中　泉）　壬生北小学校
上田オーシャンズ　（上　田）　壬生北小学校
レッドタイガー　　（北小林）　壬生北小学校

六美ファイターズ＆ミラクルオールスターズ
　　（六美中央、落合・本田）　壬生東小学校
ウルトラナイン　　（中　泉）　壬生北小学校
ブルードラゴン　　（北小林）　壬生北小学校 

弓道部の皆さん
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　壬生町交通安全協会稲葉支部（鈴木岩夫支部長）では、10月２・８・
９・10日に地域内にある120本のカーブミラー清掃を行いました。
　清掃によりカーブミラーはピカピカになり、見通しが改善されました。
また、カーブミラーの点検も行い、これまで以上にきれいになったカ
ーブミラーで交通安全を願っていました。

　壬生町自衛隊父兄会（関本和夫会長）では、健康ふく
しまつり並びに町産業まつりの会場において署名活動を
実施しました。
　北方領土は歯舞群島、色丹島、国後島及び択捉島の北
方四島で、祖国復帰が未だに実現されていないことから、
署名を通じて国民一人ひとりの意思を北方領土返還実現
に反映させようと、毎年父兄会の会員により活動しており、
多くの方々から署名を頂きました。

　10月25日（火）、壬生東小学校におい
て宇都宮地方法務局栃木支局、栃木人権
擁護委員協議会、町による「人権の花」
運動の花の贈呈式が行われました。当日は、
町人権擁護委員協議会（鯉沼玲子会長）
から児童たちにパンジーとノースポール
の苗が手渡されました。
　この運動は、児童が相互に協力しなが
ら花を育てることで、やさしさや相手に
対する思いやりの心を育み、人権への理
解を深めてもらおうと実施しているもの
です。

北方領土返還要求促進の署名運動を実施

カーブミラー清掃作業
壬生町交通安全協会稲葉支部

「人権の花」運動　花の贈呈式

こいぬまれい こ

せきもとかず  お

はぼまいぐんとう      しこたんとう     くなしりとう             えとろふとう

すず  き いわ  お



　
新
し
い
論
語
素
読
の
テ
キ
ス
ト
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
か
ら
、
章
句
を

紹
介
し
ま
す
。

み
　
ぶ
ろ
ん
ご
　
こ
ぎ
 
し
ょ
う

毎
週
土
曜
日
朝
９
時
か
ら
10
時
ま
で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
こ
の
『
壬
生
論
語

古
義
抄
』
を
使
っ
た
素
読
の
教
室
《
壬
生
論
語
古
義
塾
》
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
由
参
加
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
初
回

の
み
３
０
０
円
の
資
料
代
が
か
か
り
ま
す
。

　
【
み
ぶ
ま
る
か
ら
一
言
】

　
こ
の
言
葉
は
、
学
問
修
養
を
し
て
い
る
者
の
心
構
え
を
表
し
て
い
る
ね
。

学
問
の
道
を
志
す
者
が
、
粗
末
な
着
物
や
粗
末
な
食
事
を
恥
ず
か
し
く
考

え
て
い
る
よ
う
な
ら
、
学
問
に
つ
い
て
語
り
合
う
相
手
と
し
て
は
物
足
り

な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
ね
。

そ
 ど
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 
ぶ
ろ
ん
ご
 
こ
 
ぎ
じ
ゅ
く

【
二
五
】

 
 
子
の
曰
く
、
士
　
道
に
志
し
て
、
悪
衣
悪
食
を

 
 
恥
ず
る
者
は
、
未
だ
与
に
議
る
に
足
ら
ず
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
 
（
里
仁
第
四
）

先
生
が
言
わ
れ
た
。
「
正
し
い
道
を
目
指
す
人
間
が
、
衣
食
が
粗
末
で

あ
る
こ
と
を
恥
じ
る
よ
う
な
ら
、
道
に
つ
い
て
語
り
合
う
相
手
と
し
て

不
十
分
だ
。
」

 し
 
 
 
い
わ
 
 
 
 
 
 

し
 
 
 
み
ち
 
こ
こ
ろ
ざ
 
 
 
 
 
 
あ
く
 

い
 

あ
く
し
ょ
く

 

は
 
 
 
 
 
も
の
 
 
 
 
い
ま
 
 
と
も
 
 
は
か
 
 
 
 
 

た

た なか   み  う

田中美有ちゃん（H27.12.14生）
（城内）

あらかわ   り  の

荒川凛乃ちゃん（H23.12.23生）
（上町）

ゆめ  かおかむらかん  た

夢花ちゃん
（H23.11.25生）

岡村寛大くん
（H26.12.29生）（栄町）

えいしんよし  ば   ゆ   り   あ

永真くん
（H25.11.18生）

吉葉夕李亜ちゃん
（H23.12.10生）（国谷新田）

たか  ぎ      しょう

高木　聖くん（H26.12.25生）
（城内）
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『
遠
見
塚
古
墳（
旧
　
三
番
塚
古
墳
）』

　
―
巨
大
な
石
室
と
凝
灰
岩
―

と
お
 
み
 
づ
か
 

こ
 

ふ
ん

壬
生
古
墳
群
の
謎
13

地
域
に
眠
る
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

ぜ
ん
し
つ

と
う  

か  

は
ら

せ
ん
ど
う

げ
ん

　「広報みぶ」に、お店や会社のPR、事業やイベントの宣伝など、
町民の暮らしに役立つ広告を有料で掲載しませんか？
　「広報みぶ」は壬生町民の皆さんに広く親しまれており、広告
を掲載するには最適なメディアです。ぜひご活用ください。
　町ホームページへのバナー広告掲載も随時募集しています。
　詳しくは下記URLをご覧ください。
　http://www.town.mibu.tochigi.jp/koukoku.html

広告募集

　
本
墳
の
発
掘
調
査
は
９
月
か
ら
始
ま
り

11
月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、
石
室
は
死
者
を
埋
葬
す
る
「
玄

室
」
、
副
葬
品
を
納
め
る
「
前
室
」
、
そ

し
て
石
室
に
通
じ
る
「
羨
道
」
か
ら
な
る

全
長
９
ｍ
の
大
き
な
石
室
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「玄
室
」
と
「
前

室
」
の
入
り
口
に
は
巨
大
な
凝
灰
岩
製
の

切
石
を
組
み
合
わ
せ
て
造
っ
た
「
玄
門
」

と
「
前
門
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。
「
前
門
」
に
つ
い
て
は
、
調
査
前

ま
で
両
側
の
大
き
な
柱
石
が
立
っ
て
い
ま

し
た
。

　
参
考
ま
で
に
国
指
定
史
跡
の
車
塚
古
墳

（
墳
丘
直
径
84
ｍ
）
の
石
室
の
長
さ
は
約

９
ｍ
、
羽
生
田
地
区
最
後
の
権
力
者
の
墓

と
さ
れ
て
き
た
桃
花
原
古
墳
（
墳
丘
直
径

63
ｍ
）
の
石
室
の
長
さ
が
約
７
ｍ
で
す
か

ら
、
石
室
の
大
き
さ
か
ら
見
て
も
消
滅
し

て
い
る
墳
丘
の
大
き
さ
は
、
か
な
り
巨
大

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
石
室
に
巨
大
な
凝
灰
岩
を
使
用

す
る
こ
と
は
、
古
墳
時
代
の
権
力
者
に
と

っ
て
は
、
自
己
の
力
の
強
さ
を
示
す
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
先
の

車
塚
古
墳
や
桃
花
原
古
墳
は
、
石
室
全
体

を
凝
灰
岩
で
造
っ
て
い
ま
し
た
が
、
遠
見

塚
古
墳
に
眠
る
人
物
は
「
玄
室
」
の
奥
壁

や
「
玄
門
」
、
「
前
門
」
の
部
分
の
み
し

か
使
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
か
ら
、
権
力

的
に
は
先
の
二
つ
の
権
力
者
に
は
力
が
劣

る
人
物
の
墓
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
石
室

の
規
模
を
も
つ
古
墳
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

墳
丘
の
規
模
も
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
、
明
治
年
間
に
記
さ
れ
た
「
遠

見
塚
古
墳
」
で
あ
る
可
能
性
が
、
現
段
階

で
は
最
も
高
い
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「遠見塚古墳」（旧、三番塚古墳）石室復元図

ふく だ はる  と

福田陽友くん
（H26.12.26生）
（東下台）

きた   み  あい  な

北見修奈ちゃん
（H27.12.31生）
（至宝町北）

にしむら  み   ゆ ごう

西村美柚ちゃん
（H26.12.22生）

剛くん
（H28.10.15生）

こ もりたかひろ

たく み

小森貴弘くん
（H19.12.３生）左

拓巳くん
（H23.９.28生）右

裕太くん
（H27.12.28生）中

（今井）

（おもちゃのまち）

ゆう た

前室

玄室

羨道

し
つ

ぎ
ょ
う
か
い
 
が
ん

前門 玄門



　壬生町の特別広報官、「壬生むつみ」のかわいいちびキャラク
ター「SDキャラ」ができました。
　「壬生むつみ」は引き続き、町の特別広報官として、おもちゃ
のまちのPRをはじめ、町の広報紙やＨＰ
など様々な分野で活動していきます。

町公式WEBも見てね！

○C TOMYTEC
イラスト：みぶなつき

マチイロ

表紙の写真
　12月４日（日）に、総合公園をメインに行われた第
５回ゆうがおマラソンです。
　今年も高橋尚子さんをゲストとしてお迎えし、大
勢の参加者と一緒に壬生町を走っていただきました。

藤井小３年
山中　百花

藤井小６年
寺内　桜
てら うち      さくら

や ま な か     も も  か

スマホ用アプリ（旧ｉ広報紙）

Androidの方 iOSの方

〇壬生三姉妹とは？

壬生町特別広報官「壬生むつみ」に
ちびキャラが登場

三姉妹は、おもちゃ団地協同組合が
おもちゃのまちの活性化を目的とし
て生まれたキャラクターです。

長女「壬生えみこ」（東武鉄道おもちゃのまち駅振興のため）
三女「壬生ゆうゆ」（おもちゃのまちＰＲのため）
次女の「壬生むつみ」（壬生町の特別広報官　壬生町職員）

◎問合せ先　町総務部総合政策課情報広報係　　0282ー81ー1814

壬生むつみ
SDキャラクター

よろしく
お願いします！

壬生町戦没者並びに壬生町戦没者並びに
消防殉職者合同慰霊祭消防殉職者合同慰霊祭
壬生町戦没者並びに壬生町戦没者並びに
消防殉職者合同慰霊祭消防殉職者合同慰霊祭

　10月15日（土）、東雲公園の北側にある慰霊碑前に
て「壬生町戦没者並びに消防殉職者合同慰霊祭」が
執り行われました。
　この慰霊碑には、戊辰の役以来先の大戦に至るま
での戦没者の方々、そして消防活動にて殉職されま
した方々のお名前が刻まれています。
　晴天に恵まれ、
たくさんの遺族の
方々が参列する中
、町長の式辞、遺
族会長・消防団長
など来賓の方の追
悼の辞の後、参列
者全員による献花
が行われました。

壬生町戦没者並びに
消防殉職者合同慰霊祭


